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部会の取り組み（案） 

１．心のバリアフリーとは 

バリアフリー法に基づく「移動等円滑化の促進に関する基本方針」では、国民の責務

として心のバリアフリーが求められています。これを受け、茅ヶ崎市バリアフリー基本

構想では、基本理念の“だれもが安心して過ごせるまちづくり”の実現を目指すうえで、

『ひと・まちを育て支える心のバリアフリーの推進』を目標の１つに掲げています。 

移動等円滑化の促進に関する基本方針 

四 移動等円滑化の促進のための施策に関する基本的な事項その他移動等円滑化の促進に関する事項 

４ 国民の責務（心のバリアフリー） 

国民は、高齢者、障害者等の自立した日常生活及び社会生活を確保することの重要性及びそ

のために高齢者、障害者等の円滑な移動及び施設の利用を実現することの必要性について理解

を深めるよう努めなければならない。その際、外見上わかりづらい聴覚障害、精神障害、発達

障害など、障害には多様の特性があることに留意する必要がある。 

また、視覚障害者誘導用ブロック上への駐輪、車いす使用者用駐車施設への駐車等による高齢

者、障害者等の施設の利用等を妨げないことのみならず、必要に応じ高齢者、障害者等の移動

及び施設の利用を手助けすること等、高齢者、障害者等の円滑な移動及び施設の利用を確保す

ることに積極的に協力することが求められる。 

 

２．部会の取り組みについて 

本部会では、茅ヶ崎市バリアフリー基本構想の基本理念の実現を目指すため、市民や

事業者等に対して心のバリアフリーの普及・啓発を推進するための調査や検討、活動等

を行うものとします。 

茅ヶ崎市バリアフリー基本構想では、心のバリアフリーのポイントとして「理解する」

「マナー・ルールを守る」「ゆずる」「手伝う」を設定しています。本市では、これまで

に心のバリアフリーの普及・啓発の第１段階として、市民の“理解”を深めるために、

パンフレット※１、ちがさきバリアフリーニュース※２の作成・配布や「バリアフリー社会

を考える研修会※３」の開催、茅ヶ崎市市政情報紙の全戸配布※４（自治会加入者）等に取

り組んできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

心のバリアフリーの４つのポイント 

理解する…様々な障害のことや、困っていること、手助けの仕方について学ぶ等 

マナー・ルールを守る…歩道に自転車をとめない、障害者用の駐車場を利用しない等 

ゆずる…優先席やエレベーター、多機能トイレで障害のある人を優先する等 

手伝う…困っている人に声をかけ、移動の手助けや案内をする等 
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※１ 心のバリアフリーパンフレット（H26 バリアフリーアンケート調査時に同封） 
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※２ ちがさきバリアフリーニュース Vol.1、Vol.2（市内公共施設に配架） 
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※３ バリアフリー社会を考える研修会（茅ヶ崎市バリアフリー基本構想のコラムを抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※参考資料にて主なご意見を紹介  
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※４ 茅ヶ崎市市政情報紙（平成 28 年 10 月 15 日発行） 
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３．今年度の取り組みの趣旨 

今年度は、引き続き市民への“理解”を求めるとともに、困っている人がいたら“手

伝う”といった行動につながるように、普及啓発活動の実践に向けた意見交換を実施し

ます。具体的には、来年度の普及啓発の実践に向けて、心のバリアフリーに関する課題

出しや、普及・啓発の対象者や対象施設を絞った実践的な取り組みを検討し、より効果

的な活動の展開を目指します。 

普及・啓発の対象や方法等の具体的な内容は、市民部会の中で検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．部会の進め方 

第１回市民部会（平成 28 年 11 月 25 日） 本日 課題の共有 

＜概要＞ 

・それぞれの立場から心のバリアフリーに関する意見を出し合い、日常生活の中でいや

な思いをした、悲しくなった、困った等の課題を共有します。また、助かった、嬉し

かった経験等の意見も出し合い、目指すべき姿を共有します。 

＜具体的な内容＞ 

・過年度調査（アンケート・ワークショップ等）における属性別・施設別の市民意見を

確認します。 ⇒参考資料１：心のバリアフリーに関連するご意見 

・記入シートをもとに参加者間で意見交換を実施します。 

  これまでに手助けや協力がなくて困った、悲しかったことは？（課題を感じる場所・場面） 

  これまでに手助けや協力があって助かった、うれしかったことは？（目指すべき姿） 

  普及・啓発を実施した方がよい対象は？（普及・啓発の対象） 

  普及・啓発で伝えたい内容は？その方法は？（普及・啓発の内容・方法） 

※依頼事項※ 

心のバリアフリーの課題について具体的な内容を把握するために、アンケート調

査を実施します。委員のみなさまには、所属する団体へのアンケート調査について

ご協力をお願いします。（提出期限：平成２９年１月１３日（金） 締め切り） 

茅ヶ崎市における心のバリアフリーの普及・啓発のイメージ 

市民部会主体の普及・啓発活動 

交流・対話 
市民部会等 対象者・対象施設 

メリット 

・障害理解の啓発 

・施設課題の改善等 

メリット 

・障害理解の促進 

・接遇対応の向上等 

『だれもが安心して過ごせるまち』の実現 
安心してでかけられる環境の整備 ⇒ 外出機会の増加 

市 民 

日常的に障害者等と

接する機会が増加す

ることで、心のバリ

アフリーが自然と広

まることを期待。 
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第２回市民部会 課題の整理 

＜概要＞ 

・第１回の意見交換の結果を踏まえ、心のバリアフリーに関する課題や目指すべき姿を

整理します。 

＜具体的な内容＞ 

・心のバリアフリーの普及啓発に向けて、特に重要と考える場所・対象者について意見

交換を実施します。 

 

第３回市民部会 実践の方向性の検討 

＜概要＞ 

・第２回の意見交換で絞り込んだ場所・対象者に基づき、普及啓発の実践に向けた方向

性を検討します。 

＜具体的な内容＞ 

・普及啓発の実践に向けて、取り組みの内容や参加者、実施時期等に関する意見交換を

実施します。 

 

第４回市民部会 実践に向けた提案 

＜概要＞ 

・第３回の意見交換結果を踏まえ、効果的な活動の展開に向けて、来年度実施を予定す

る普及啓発活動の具体的な方法等について意見交換を実施します。 

＜具体的な内容＞ 

・事務局が提案する企画書をベースに意見交換を実施します。 

 

普及・啓発活動の実践 （来年度の実施を目標） 

⇒対象者と直接対話する機会を設けることにより、高齢者、障害者等への理解や手助け

への関心を引きつけるとともに、『気づき』から『行動』につながることを期待します。 

 

５．来年度以降の展開 

来年度は、今年度の検討結果を踏まえ、普及啓発活動を実践する予定です。 

また、進め方等を改良しながら、様々な主体に対する普及・啓発活動を継続的に展開

していくことを目指します。 
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６．全体スケジュール 

項目 
平成 28 年度 平成 29 年度

以降 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

茅ヶ崎市バリアフリー

基本構想推進協議会 
         

 

   

特定事業計画              

市民部会 
第1回   

 

    

 

   

 
第2回    

 
       

第3回            

第4回            

※協議状況やその他の調整状況により、変更となる場合があります。 

▼10/18 第 1 回協議会 

▼2/下 第 2 回協議会 

▼10/18 計画（案）確認 

▼11/8 計画（案）に対する意見締切 

▼12/中 計画の決定・公表 

11/8～12/中 事業者調整 

1/中～2/中 計画照会 

継続 

進捗管理 

▼2/下 進捗状況確認 

▼2/中 計画とりまとめ 

▼11/25 課題の共有 

▼団体アンケートを依頼 

 

▼3/中 実践に向けた提案 

普及啓発 

活動の実践 心のバリアフリー

の普及啓発検討 

中間報告 

▼1/中 課題の整理 

▼2/中 実践の方向性の検討 

回収 


